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(57)【要約】
【課題】屋外側の開口から雨水の浸入を低減させること
ができる通気部材およびこれを備えた外壁構造を提供す
る。
【解決手段】通気部材３は、壁下地１と外壁材１２との
間に形成された通気層１３と屋外空間とを連通し、該通
気層１３を通気するための通気部材３である。通気部材
３は、通気層１３内に開口するように配置される屋内側
開口３７と、屋内側開口３７に連通すると共に屋外側に
開口する屋外側開口３８と、屋外空間から前記屋外側開
口に向かう気流を邪魔する邪魔板３３とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外壁材の上側に設けられ、壁下地と該外壁材との間に形成された通気層と屋外空間とを
連通し、該通気層を通気するための通気部材であって、
　前記通気層内に開口する屋内側開口と、
　前記屋内側開口に連通すると共に屋外側に開口する屋外側開口と、
　前記屋外空間から前記屋外側開口に向かう気流を邪魔する邪魔板と
を備えている
ことを特徴とする通気部材。
【請求項２】
　前記邪魔板は、前記屋外側開口の下方に配置され、該屋外側開口よりも屋外側に向かっ
て延出している
ことを特徴とする請求項１記載の通気部材。
【請求項３】
　前記邪魔板は、屋外側ほど上方に位置するように傾斜している
ことを特徴とする請求項２記載の通気部材。
【請求項４】
　前記屋外側開口の上方に設けられ、前記通気部材の屋外側に設けられる化粧部材と当接
する当接部をさらに備え、
　前記当接部は、前記邪魔板よりも屋外側に位置する
ことを特徴とする請求項２または請求項３記載の通気部材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の通気部材を備えた外壁構造であって、
　前記壁下地との間で前記通気層を形成する前記外壁材と、
　前記外壁材の上方に配置され、前記通気層と前記屋外空間とを連通する前記通気部材と
を備え、
　前記邪魔板は、前記外壁材の屋外側の面よりも屋外側に突出している
ことを特徴とする外壁構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通気部材およびこれを備えた外壁構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、従来の外壁構造が開示されている。この特許文献１記載の外壁構造に
おいては、外壁材と壁下地との間に通気空間（以下、通気層）が形成され、外壁材の上端
には、見切材が設けられている。この見切材は、上記通気層と屋外空間とを連通する通気
路を有しており、この通気路を介して通気層を換気することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１０６２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、この従来の見切材は、屋外側の開口が下方または側方に開口している。この
ため、例えば荒天時に、外壁面に沿って吹き上がる風に乗った雨が、見切材の通気路に吹
き込む場合がある。この場合、通気路に吹き込んだ水が通気路を介して通気層に浸入し、
外壁材の裏面や壁下地の表面に付着すると、外壁材や壁下地の耐久性等の観点から好まし
くない。
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【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、屋外側の
開口からの雨水の浸入を低減させることができる通気部材およびこれを備えた外壁構造を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の通気部材は、外壁材の上側に設けられ、壁下地と該外壁材との間に形成された
通気層と屋外空間とを連通し、該通気層を通気するための通気部材であって、前記通気層
内に開口する屋内側開口と、前記屋内側開口に連通すると共に屋外側に開口する屋外側開
口と、前記屋外空間から前記屋外側開口に向かう気流を邪魔する邪魔板とを備えているこ
とを特徴とする。
【０００７】
　また、この通気部材において、前記邪魔板は、前記屋外側開口の下方に配置され、該屋
外側開口よりも屋外側に向かって延出していることが好ましい。
【０００８】
　また、この通気部材において、前記邪魔板は、屋外側ほど上方に位置するように傾斜し
ていることが好ましい。
【０００９】
　また、この通気部材において、前記屋外側開口の上方に設けられ、前記通気部材の屋外
側に設けられる化粧部材と当接する当接部をさらに備え、前記当接部は、前記邪魔板より
も屋外側に位置することが好ましい。
【００１０】
　また、外壁構造は、上記のいずれかの通気部材を備えた外壁構造であって、前記壁下地
との間で前記通気層を形成する前記外壁材と、前記外壁材の上方に配置され、前記通気層
と前記屋外空間とを連通する前記通気部材とを備え、前記邪魔板は、前記外壁材の屋外側
の面よりも屋外側に突出していることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の通気部材およびこれを備えた外壁構造によれば、屋外側の開口からの雨水の浸
入を低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の実施形態１の外壁構造の要部断面図である。
【図２】図２は、同上の通気部材の要部の斜視図である。
【図３】図３Ａは、変形例１の外壁構造の要部断面図である。図３Ｂは、変形例２の外壁
構造の要部断面図である。図３Ｃは、変形例２のさらに他例の外壁構造の要部断面図であ
る。
【図４】図４は、本発明の実施形態２の通気部材の要部の斜視図である。
【図５】図５は、同上の外壁構造の要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について添付図面に基づいて説明する。
【００１４】
　〔実施形態１〕
　本実施形態の住宅家屋は、図１に示すように、軒の外壁面からの突出の程度が小さい住
宅家屋である。本実施形態の屋根は、例えば片流れ屋根により構成される。
【００１５】
　屋根は、垂木２２，野地板２，屋根材２１，軒先水切材２３を有している。軒先水切材
２３は、野地板２と屋根材２１との間に位置する固定片２３１と、固定片２３１の軒先側
の端部から鉛直下方に延びる垂下片２３２とを有している。垂下片２３２の下端部は、外
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壁材１２の上端面とほほ同じ高さに位置しており、後述の通気部材３の底板３２よりも下
方に配置されている。
【００１６】
　外壁は、図１に示すように、壁下地１と、壁下地１の屋外側の面に固定された複数の縦
胴縁１１と、これら縦胴縁１１に固定された外壁材１２と、この外壁材１２の上方に配置
された通気部材３とを備えている。
【００１７】
　壁下地１は、外壁材１２が取り付けられる部分である。壁下地１は、例えば、土台の長
手方向に間隔をおいて立ち上げられた複数の柱（間柱，管柱等）と、複数の柱の屋外側の
面に固定された透湿防水シートとを備えている。縦胴縁１１は、透湿防水シートを介して
柱に固定されている。複数の縦胴縁１１は、柱の並設方向（つまり土台の長手方向）に一
定の間隔をおいて配置されている。
【００１８】
　複数の縦胴縁１１には、外壁材１２が取り付けられている。外壁材１２は、板状の壁材
であり、例えば、窯業系サイディング材や、金属サイディング材などにより構成される。
本実施形態の外壁材１２は、横張り用の外壁材１２であるが、縦張り用の外壁材１２によ
り構成されてもよい。なお、外壁材１２を縦張りする場合には、縦胴縁１１に替えて横胴
縁が用いられる。
【００１９】
　外壁材１２と壁下地１との間には、通気層１３が形成されている。通気層１３は、縦胴
縁１１により形成された壁下地１と外壁材１２との間の隙間により構成される。通気層１
３には、外壁材１２の下方から空気が流入し、流入した空気が通気層１３を上昇し、その
後、通気部材３を介して屋外側の空間（屋外空間）に流出する。この通気層１３内におけ
る空気の移動により、通気層１３が換気され、外壁材１２の屋内側の面や壁下地１の屋外
側の面（透湿防水シートの屋外側の面）に結露が生じるのを抑制することができ、また、
通気層１３を構成する空気層により断熱効果を得ることができる。
【００２０】
　なお、外壁材１２の下方から空気が流入する構造については、スタータ金具を用いた周
知の構造であるため、説明を省略する。
【００２１】
　通気部材３は、通気層１３を通気するための部材であり、通気層１３と屋外空間とを連
通する。通気部材３は、本体部３０と、本体部３０の下端部に設けられた邪魔板３３と、
これらを外壁材１２の上方において保持する取付部３９とを備えている。本実施形態の通
気部材３は、一枚の鋼板を曲げ加工することにより形成されており、本体部３０と邪魔板
３３と取付部３９とは一体に形成されている。
【００２２】
　本体部３０は、通気部材３の主体を構成する部分である。本体部３０は、図２に示すよ
うに、天板３５，水受け部３６，外側板３４，下底板４５，支持板４１，上底板４６，内
側板３１，底板３２により構成されており、これらは、金属板を曲げ加工することで一体
に成形されている。
【００２３】
　天板３５は、本体部３０の上面を構成する部分である。天板３５は、水平面に沿って延
びている。天板３５の屋内側の端部には、下方に延びる水受け部３６が設けられている。
水受け部３６は、鉛直方向に延びている。水受け部３６は、内側板３１に対し、一定寸法
離れた状態で平行に形成されており、その下端部が、設置された状態において通気層１３
の屋内外方向の中程に位置するように配置される。外側板３４は、天板３５の屋外側の端
部から下方に延びている。外側板３４は、鉛直面に沿って形成されており、本体部３０の
屋外側の面を構成する。外側板３４の下端には、屋内側に延びる下底板４５が設けられて
いる。下底板４５は、天板３５に平行に形成されている。
【００２４】
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　下底板４５の屋内側の端部には、支持板４１が設けられている。支持板４１は、本体部
３０の屋外側の開口（屋外側開口３８）から本体部３０の内部に雨水が浸入しても、支持
板４１よりも下流側に雨水が浸入するのを妨げることができる。支持板４１には、複数の
貫通孔４３が一定のピッチで形成されている。支持板４１は、上側ほど屋外側に位置する
ように傾斜している。
【００２５】
　支持板４１の上端部には、屋内側に延びる上底板４６が設けられている。上底板４６は
、天板３５に対し一定寸法離れた状態で平行に形成されている。上底板４６の屋内側の端
部には、下方に延びる内側板３１が設けられている。
【００２６】
　内側板３１は、本体部３０の屋内側の面を構成する部分である。この内側板３１は鉛直
面に沿って形成されており、水受け部３６に対して平行に形成されている。内側板３１の
下端部には、屋外側に延びる底板３２が設けられている。底板３２は、本体部３０の下面
を構成する部分である。底板３２は、天板３５に対して平行に形成されている。
【００２７】
　このような構成の本体部３０は、図１に示すように、通気層１３内に開口する屋内側開
口３７と、屋外側に開口する屋外側開口３８と、これら屋内側開口３７と屋外側開口３８
とを連通する通気路４０とを備えている。屋内側開口３７は、水受け部３６の下端部と、
内側板３１とで構成された開口により構成される。屋外側開口３８は、底板３２の屋外側
の端部と、下底板４５とで構成された開口により構成される。
【００２８】
　通気路４０は、屋外側開口３８と屋内側開口３７とを連通する流路である。通気路４０
は、底板３２と内側板３１と上底板４６とでなすコ字状の部分と、下底板４５との間，外
側板３４と天板３５と水受け部３６とでなすコ字状の部分と、上底板４６との間により構
成されている。通気路４０は、本体部３０の内部において、蛇行するように迷路状に形成
されている。
【００２９】
　このように、通気路４０は、迷路状に形成されていることで、設置された状態において
、屋外側開口３８から雨水が浸入しても、支持板４１で遮ることができる上に、迷路状に
形成されていることで、一層雨水の浸入を防ぐことができ、屋内側開口３７に至る水を大
幅に抑制できる。
【００３０】
　邪魔板３３は、本体部３０の底板３２の屋外側の端部から、屋外側に延出しており、屋
外側開口３８よりも屋外側に突出している。邪魔板３３の突出先端は、本体部３０との間
に隙間を有している。邪魔板３３は、屋外側開口３８を下方から覆うように形成されてお
り、屋外空間から屋外側開口３８に向かう気流を邪魔することができる。なお、ここでい
う「屋外側開口３８に向かう気流を邪魔する」とは、邪魔板３３が設けられない構造に比
べて、屋外側開口に吹き込む気流を一定程度遮ることができればよく、気流を完全に遮断
する必要はない。
【００３１】
　また、邪魔板３３は、底板３２の屋外側の端部から、屋外側ほど上方に位置するように
傾斜している。邪魔板３３は、底板３２とのなす角度が、例えば４５°となるように形成
されている。邪魔板３３は、本体部３０の長さ方向の全長にわたって形成されている。こ
れにより、邪魔板３３は、下方から吹き上げる風を屋外側開口３８から離れる方向に導く
ことができる。
【００３２】
　邪魔板３３と底板３２との境界部には、図２に示すように、水抜き孔４２が形成されて
いる。水抜き孔４２は、本体部３０の長手方向に沿って所定ピッチで複数形成されている
。これにより、底板３２の上面に付着した水滴を、水抜き孔４２を介して排出することが
できる。
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【００３３】
　本体部３０には取付部３９が設けられている。取付部３９は、底板３２の屋内側の端部
から下方に延びている。取付部３９は、図１に示すように、縦胴縁１１に取り付けられる
ように構成されており、本体部３０を外壁材１２の上方に位置させ、屋内側開口３７を通
気層１３内に位置させた状態で保持する。なお、外壁材１２の上端面と本体部３０との間
には、シーリング材５が充填される。
【００３４】
　このように取り付けられた状態の通気部材３は、邪魔板３３が、外壁材１２の屋外側の
面（外壁面）よりも屋外側に突出している。このため、外壁面を伝って吹き上げる風は、
傾斜した邪魔板３３によってスムーズに方向転換される。
【００３５】
　このような構成の外壁構造は、通常時において、通気層１３内を上昇した空気は、屋内
側開口３７を介して通気路４０に流入し、屋外側開口３８を介して外部に流出する。これ
により、通気層１３が換気される。
【００３６】
　一方、例えば、風雨の強い場合、外壁面を吹き上げる風雨は、大部分が邪魔板３３によ
り邪魔されるが、一部が屋外側開口３８を介して通気部材３の内部に入り込む。この時、
入り込んだ雨水の一部は支持板４１により遮られるものの、支持板４１に遮られなかった
ごく僅かな雨水が、通気路４０に沿って屋内側開口３７に至る。
【００３７】
　屋内側開口３７に至ったごく僅かな雨水は、水受け部３６によって受けられ、この水受
け部３６を伝って流下する。水受け部３６は、通気層１３の屋内外方向の中程（より詳し
くは通気層１３内）に位置しているため、水受け部３６を流れ落ちた雨水は、通気層１３
の空間内を落下する。このとき、水受け部３６から落下した水は、外壁材１２および壁下
地１の双方にほとんど付着しないようにできる。
【００３８】
　また、本実施形態の通気部材３は、図１に示すように流路断面積が、通気路４０の通気
方向に沿って順に、大小繰り返し形成されている。具体的に、邪魔板３３と下底板４５と
の間よりも、下底板４５と底板３２との間の隙間が大きく形成され、下底板４５と底板３
２との間の隙間よりも、下底板４５と内側板３１との間の隙間が狭く形成されている。さ
らに、下底板４５と内側板３１との間の隙間よりも、下底板４５と上底板４６との間の隙
間が広く形成され、貫通孔４３によって流路断面積が小さく形成され、その後、支持板４
１と外側板３４との間の隙間が広く形成され、上底板４６と外側板３４との間が狭く形成
され、上底板４６と天板３５との間が広く形成されている。
【００３９】
　このように、通気路４０の流路断面積が、通気方向に沿って、大小繰り返し形成されて
いる。空気が、流路断面積が小さい箇所から大きい箇所に移動すると、流速が低下するた
め、気流に含まれる水が落下する。このように、繰り返し流速を低下させる箇所を形成す
ることで、水が通気層１３に至りにくくすることができる。
【００４０】
　〔変形例１〕
　上記実施形態の通気部材３は、例えば、図３Ａに示すような軒先の構造に対しても適用
可能である。
【００４１】
　変形例１の屋根は、上記実施形態１と同様、屋根の外壁に対する突出寸法が比較的短い
ものであるが、鼻隠し２４が設けられている点で実施形態１とは異なっている。
【００４２】
　鼻隠し２４は、垂木２２の屋外側の端部に固定された鼻隠し下地２７を介して取り付け
られている。鼻隠し２４の下端部は、通気部材３の屋外側に配置されており、鼻隠し２４
の下端面が邪魔板３３とは隙間を介して配置されている。
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【００４３】
　〔変形例２〕
　上記実施形態の通気部材３は、例えば、図３Ｂに示すようなけらばに対しても適用可能
である。
【００４４】
　変形例２のけらばは、野地板２のけらば側の端部の下方に、破風板２６が設けられてい
る。破風板２６の下端部は、通気部材３の屋外側に配置されており、破風板２６の下端面
が邪魔板３３とは隙間を介して配置されている。
【００４５】
　本変形例においても、外壁材１２は縦胴縁１１を介して壁下地１に取り付けられている
。通気部材３は、外壁材１２の上端面にシーリング材５を介して配置されており、縦胴縁
１１に取り付けられている。なお、図中の符号２５は、けらば唐草である。
【００４６】
　なお、本変形例において、通気部材３は、破風板２６を有するけらばに設けられたが、
図３Ｃに示すように、破風板２６を有さないけらばにも適用可能である。
【００４７】
　〔実施形態２〕
　次に、実施形態２について図４，５に基づいて説明する。なお、本実施形態は実施形態
１と大部分において同じであるため、同じ部分においては同符号を付して説明を省略し、
主に異なる部分について説明する。
【００４８】
　本実施形態の通気部材３は、実施形態１の通気部材３に比べて、本体部３０の構造が異
なるが、その他の構造は同じである。
【００４９】
　本実施形態の通気部材３は、支持板４１が、下底板４５と内側板３１とを連結している
。支持板４１は、水平面に沿っており、外側板３４に直交している。
【００５０】
　図５に示すように、屋内側開口３７から流入した空気は、水受け部３６と内側板３１と
の間を通り、天板３５と上底板４６との間を通る。そして、下底板４５と上底板４６との
間を通った空気は、支持板４１の貫通孔４３を通過して、屋外側開口３８から流出する。
【００５１】
　本実施形態の通気部材３においても、屋外側開口３８を下方から覆う邪魔板３３を有し
ている。邪魔板３３の先端は、図５に示すように、外壁面よりも屋外側に突出しているが
、本体部３０の外側板３４よりも屋内側に位置している。
【００５２】
　本実施形態の屋根は、垂木２２の屋外側の端部に、化粧下地２７が固定され、この化粧
下地２７の屋外側の端面に化粧部材２４（鼻隠し）が固定されている。化粧部材２４は、
化粧下地２７の下面よりも下方に突出している。
【００５３】
　通気部材３は、外壁材１２の上方に、実施形態１と同じようにして取り付けられる。通
気部材３の本体部３０の外側板３４は、化粧部材２４の屋内側の面に当接して設置される
。このとき、本体部３０は、邪魔板３３の先端よりも屋外側に突出しているため、化粧部
材２４に当接して設置することで、化粧部材２４と邪魔板３３の屋外側の端部との間に隙
間を形成することができ、施工時に、通気路４０を塞いでしまうのを防ぐことができる。
すなわち、本実施形態の本体部３０の外側板３４は、邪魔板３３の屋外側の端部よりも屋
外側に突出して化粧部材２４と当接する当接部４４を構成する。
【００５４】
　この当接部４４としては、本体部３０の外側板３４に構成されたものでなくてもよく、
例えば、外側板３４に、屋外側に突出したスペーサ部材を取り付け、このスペーサ部材に
より構成されてもよい。この場合、スペーサ部材は、化粧部材２４の裏面に当接する。
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【００５５】
　また、本実施形態の通気部材３も、実施形態１と同様、通気路４０の流路断面積が、通
気方向に沿って、大小繰り返し形成されているため、万が一、屋外側開口３８に雨水が流
入した場合であっても、雨水が通気層１３に至りにくい。
【００５６】
　〔効果〕
　以上説明したように、上記実施形態および変形例の通気部材３は、外壁材１２の上側に
設けられ、壁下地１と外壁材１２との間に形成された通気層１３と屋外空間とを連通し、
該通気層１３を通気するための通気部材３である。通気部材３は、通気層１３内に開口す
る屋内側開口３７と、屋内側開口３７に連通すると共に屋外側に開口する屋外側開口３８
と、屋外空間から屋外側開口３８に向かう気流を邪魔する邪魔板３３とを備えている。
【００５７】
　この構成によれば、通気部材３を外壁材１２の上方に配置した場合において、外壁面を
吹き上げる風雨が、屋外側開口３８に吹き込むことを、邪魔板３３によって邪魔すること
ができるため、雨水が通気層１３に浸水するのを抑制できる。
【００５８】
　また、本実施形態の通気部材３は、次の付加的な構成を有する。すなわち、本実施形態
の通気部材３において、邪魔板３３は、屋外側開口３８の下方に配置され、該屋外側開口
３８よりも屋外側に向かって延出している。
【００５９】
　この構成によれば、外壁面に沿って吹き上げる気流が屋外側開口３８に吹き込むのを効
果的に防ぐことができる。
【００６０】
　また、本実施形態の通気部材３は、次の付加的な構成を有する。すなわち、本実施形態
の通気部材３において、邪魔板３３は、屋外側ほど上方に位置するように傾斜している。
【００６１】
　この構成によれば、外壁面を吹き上げる風雨が、邪魔板３３によって方向転換されて、
屋外側開口３８から離れる方向に向く気流となる。この結果、風雨が滞留するのを抑制で
きる。さらに、屋外側開口３８の近傍にスムーズな気流を形成できるため、屋外側開口３
８内を負圧にでき、通気側開口から空気を積極的に引くことができる。
【００６２】
　また、本実施形態の通気部材３は、次の付加的な構成を有する。すなわち、本実施形態
の通気部材３は、屋外側開口３８の上方に設けられ、通気部材３の屋外側に設けられる化
粧部材２４と当接する当接部４４をさらに備える。当接部４４は、邪魔板３３よりも屋外
側に位置する。
【００６３】
　この構成によれば、通気部材３を施工する際に、屋外側開口３８を化粧部材２４で塞い
でしまうのを防ぐことができる。
【００６４】
　また、本実施形態の外壁構造は、上述の通気部材３を備えた外壁構造である。外壁構造
は、壁下地１との間で通気層１３を形成する外壁材１２と、通気部材３とを備える。通気
部材３は、外壁材１２の上方に配置され、通気層１３と屋外空間とを連通し、邪魔板３３
を有する。邪魔板３３は、外壁材１２の屋外側の面よりも屋外側に突出している。
【００６５】
　この構成によれば、外壁面を吹き上げる風雨が、屋外側開口３８に吹き込むことを、邪
魔板３３によって遮ることができるため、雨水が通気層１３に浸水するのを抑制できる。
【００６６】
　〔応用〕
　本実施形態の外壁材１２は、縦胴縁１１を介して壁下地１に取り付けられたが、縦胴縁
１１を設けず、取付金具を用いて、外壁材１２を壁下地１に取り付けてもよい。なお、こ
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【００６７】
　邪魔板３３は、屋外側ほど上方に位置するように傾斜していたが、これに限定されない
。例えば、鉛直上方に突出するように構成して、屋外側開口３８を覆ってもよい。屋外側
開口３８を覆っていれば、水平方向に延びてもよい。
【００６８】
　上記実施形態および変形例の屋根は、外壁面からの突出寸法が比較的短い構造の屋根で
あったが、通常の突出寸法で形成された軒先を有する屋根に適用してもよい。
【００６９】
　その他、上記実施形態の構成は、本発明の主旨を逸脱しない範囲であれば、適宜設計変
更を行うことができる。
【符号の説明】
【００７０】
　１　　　壁下地
　１２　　外壁材
　１３　　通気層
　２４　　化粧部材
　３　　　通気部材
　３０　　本体部
　３３　　　邪魔板
　３７　　　屋内側開口
　３８　　　屋外側開口
　４４　　　当接部

【図１】 【図２】
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【図５】
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